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2008

とよひら元気印（第29回）

人　口　209,794人　　（－11）
　男　　 98,027人　　（＋17）
女 111,767人　　（－28）

世帯数　104,616世帯　（＋47）
（10月1日現在。（ ）内は前月比）

1111

　とある国道36号沿いのマンションの一室。そこで、熱のこもったけい
こをしているのは「劇団イナダ組」です。団員は約30人。全国的に有名な
俳優も所属していますが、多くは、ほかに仕事を持っている人たちです。
　活動を始めて今年で17年目となるイナダ組は、札幌だけでなく、道内
を中心にほかの市町村でも公演を行っています。
　「地方では、高齢者ばかりだから、演劇のような若い人向けのイベン
トは人が集まらないと必ず言われます。でも、若い人が全くいないわけ
じゃない。文化を発信することで、そこに若い人が集うようになれば、
まちの活性化にもつながると信じています」と熱く語るのは、代表のイ
ナダさん。「今後は道外の公演を増やしていく予定です。より多くの人
に演劇の魅力を伝えていきたいですね」

多くの人に演劇の魅力を伝えたい

　イナダ組は、ワーキングプア、いじめ、幼児虐待などの重いテーマ
を軽妙に演じます。「自分たちの周りにある『不満と不安』を題材にし
ています。親の介護も切実な問題だと感じています。それを若い人に
も分かるように、笑いなどを交えながら伝えていきたい」とイナダさ
ん。「敷居が高いと感じるのか、演劇を見たことのない人は多い。でも、
映画と同じように舞台を見たら、笑って、泣いて、考えることができ
ます。だまされたと思って一度見に来てほしい」
　イナダ組は、11月に行われる「さっぽろアートステージ2008」の一環
で、地下鉄大通駅のコンコースで短編劇を演じます。「身近で行われ
るこの公演を通して、演劇を知ってもらいたい」。イナダ組の発する
エネルギーは、見る人を演劇の世界へといざないます。

日常の「不満と不安」がテーマ

▲公演の一場面

劇団イナダ組
活動拠点：豊平区豊平

▼けいこの様子


